
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

ボランティアセンター 

＜ 登 録 者 数 ＞ 

 

・個人 ２２名 

・団体 ２７団体（６５９名） 

 

合計６８１名 

（平成２１年１２月１８日現在） 

 こんにちは！「ボランティアセンターごとう」です。 

情報誌の第２号をお届けいたします。 

 時が経つのは早いもので、今年も残すところ少しとなってしまい

ました。皆さんにとって今年はいい年でしたか？来年も皆さんにと

って良い年になるように祈っております。そして、来年も「ボラン

ティアセンターごとう」をよろしくお願いいたします。 

ボランティア活動の申込・ご質問なら 

「「「「ボランティアセンターごとうボランティアセンターごとうボランティアセンターごとうボランティアセンターごとう」」」」    
（五島市社会福祉協議会内） 

電話：74-5511 FAX：74-5666 （担当：入江） 

e-mail : svc@goto-shakyo.or.jp 

ボランティア活動中の様々な事故によるケガ

や賠償責任を補償します。 

詳しくは・・・ ふくしの保険 

（http://www.fukushihoken.co.jp） 
※ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰごとう登録者は B ﾌﾟﾗﾝ加入済み 

イメージキャラクター 

「「「「チョボチョボチョボチョボ」」」」    

現在、活動受け入れを希望
される団体、 施設を受け付
けております。 
お申込は下記ボランティアセ
ンターまで!! 

第 002 号 
平成２１年１２月発行 

福江手話サークルは昭和５３年、潜水夫のろうあ者が病院で病状をうまく伝えるこ

とができなかったことをきっかけに、相談を受けた身体障害者協会の役員を通じて市

内の看護師などに集まってもらい、市の職員が独学で勉強し講師役になり、地元ろう

あ者の協力を得ながら活動をスタートしました。翌年の４月からは市の補助のもと「手

話講習会」を実施しており、現在ではお花見、講習会、クリスマス会や学校・幼稚園

などでの手話教室、五島市福祉大会等の手話通訳など幅広く活動しています。また、

アイアンマン大会では開催第１回目から、ろうあ者選手のサポートを行っており、約

２０名のサークル員が各所に待機し、連絡を取り合い、時にはリタイア寸前の選手を

励ましながら、選手と一体となって大会を盛り上げています。離島というハンデもあ

りますが、平成１８年に長崎と五島のろうあ者と行った「五島さるく」をきっかけに、

全国のろうあ者に五島の観光地を手話で説明できるよう、サークルとしても頑張って

いきたいと思っています。 

▲映画「ゆずり葉」上映時 

清水清水清水清水会長会長会長会長へインタビューへインタビューへインタビューへインタビュー    

清水会長より、「ゆずり葉」

のアンケートを頂きました

ので、少し紹介します。 

 

●久しぶりに涙を流しなが

ら心打たれる映画を観て感

動しました。 

●親子の愛、家族の愛、そ

れぞれ健康な人は普段の生

活を何も考えずに過ごして

いる事に反省しました。 

●今の自分でよいのだろう

かと反省させられました。 
 

皆さんのご来場に感謝 

☆活動しました☆  ～クリスマスプレゼント作り～ 

１２月１１日（金）と１２日（土）に長崎新聞主催の「クリス

マス子供大会」で使用するプレゼント作りのボランティア

に１２名のボランティアの皆さんに参加していただきまし

た。プレゼント用の商品が届かない＞＜； というハプニン

グもありましたが、２日間の作業は 

無事終了。参加された皆さんおつか 

れさまでした。そして、ありがとうご 

ざいました！！ 


